
風
信

　

昨
年
の
秋
、
東
京
に
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
こ
と
が
あ
り
、
余
暇
を
見
て
徳
川
家
の

廟
所「
増
上
寺
」や
赤
穂
義
士
の「
泉
岳
寺
」等
を
拝
観
参
詣
、
其
の
後
、
越
中
先
生
か

ら
紀
行
文
執
筆
の
依
頼
が
あ
り
、
私
な
り
に
少
し
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

一　
三
緑
山
広
度
院「
増
上
寺
」　
浄
土
宗（
東
京
都
港
区
芝
公
園
）

　

徳
川
将
軍
家
歴
代
の
霊
廟
は
、
日
光
東
照
宮
、
東
叡
山
寛
永
寺
と
増
上
寺
。
更
に

十
五
代
慶
喜
公
は
谷
中
霊
園
に
と
夫
々
分
祀
さ
れ
て
い
る
。

　

始
祖
家
康
と
三
代
家
光
の
廟
は「
東
照
宮
」に
。
二
代
秀
忠
、六
代
家
宣
、七
代
家
継
、

九
代
家
重
、
十
二
代
家
慶
、
十
四
代
家
茂
の
六
人
は
増
上
寺
御み

霊た
ま

屋や

に
。

　

四
代
家
綱
、
五
代
綱
吉
、
八
代
吉
宗
、
十
代
家
治
、
十
一
代
家
斉
、
十
三
代
家
定

の
六
人
は
寛
永
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。「
何
故
親
子
別
々
に
」等
の
質
問
も
あ
っ
た
が

此
の
事
に
つ
い
て
は
次
回
に
譲
り
た
い
。

　

増
上
寺
敷
地
内
の「
徳
川
家
霊
廟
」は
非
公
開
で
あ
る
が
在
京
中
、
知
人
の
計
い
で

拝
観
の
許
可
を
え
た
。
戦
前
の
敷
地
は
広
大
な
面
積
で
増
上
寺
大
殿
の
南
北（
左
右
）

に
墓
石
は
立
ち
並
ん
で
い
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
が
、
昭
和
二
十
年
の
戦
災

で
北
廟
68
棟
と
南
廟
28
棟
が
被
災
。
綱
吉
の
生
母「
桂
昌
院
」や
家
茂
の
正
室
で
悲
劇

の
皇
女「
静
寛
院
和
宮
」の
御
霊
屋
も
そ
の
と
き
焼
失
し
て
い
る
。
戦
後
し
ば
ら
く
は

御
霊
屋
群
は
荒
廃
す
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
が
、
東
京
タ
ワ
ー
の
建
設
と
そ
れ
に
伴

う
公
園
整
備
に
よ
り
、
昭
和

三
十
三
年
か
ら
文
化
財
保
護
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
土
葬
で
あ
っ

た
御
遺
体
は
詳
細
な
学
術
調
査
が

行
わ
れ
た
の
ち
荼
毘
に
付
さ
れ
、

南
北
に
分
か
れ
て
い
た
墓
所
は

一
ヶ
所
に
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
地

に「
徳
川
将
軍
家
廟
所
」と
縮
少
改

葬
さ
れ
て
い
た
。

　

増
上
寺
の
表
の
顔
と
も
云
わ
れ
て
い
る「
三さ
ん

解げ

脱だ
つ

門も
ん

」（
元
和
八
年（
一
六
二
二
）建

立
、
国
重
文
指
定
）、
を
潜
る
と
背
後
の
墓
所
に
行
き
着
く
が
、「
三
解
脱
門
」の
彼

方
に
東
京
タ
ワ
ー
が
望
見
で
き
た
の
は
、
時
代
の
流
れ
と
違
和
感
を
覚
え
た
。
墓
所

門
の
青
銅
製
の
両
扉
に
は
直
径
三
十
糎
位
の「
三
葉
葵
」の
大
紋
が
輝
き
、
权
威
的
拒

絶
感
さ
え
感
じ
、
こ
れ
ま
で
目
に
し
た
大
名
家
の
墓
所
と
格
段
の
相
違
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
思
い
が
し
た
。
墓
所
宝
塔
の
配
置
は
左
図
の
よ
う
に
相
対
的
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
因
み
に
関
係
者
か
ら「
将
軍
は
時
代
が
下
る
ほ
ど
虫
歯
が
多
か
っ
た
」等
の
学

術
調
査
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
知
ら
さ
れ
た
。

　

墓
域
は
次
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　　

尚
、
本
寺
は
始
め
明
徳
四
年（
一
三
九
三
）「
酉ゆ

う
よ
し
ょ
う
そ
う

誉
聖
聡
上
人
」に
よ
っ
て
江
戸
貝
塚

（
千
代
田
区
紀
尾
井
町
）に
創
建
さ
れ
た
が
、
家
康
の
江
戸
城
拡
張
に
伴
い
現
在
地
に

移
さ
れ
た
。

二　
万
松
山「
泉
岳
寺
」　
曹
洞
宗（
東
京
都
港
区
高
輪
）

　

本
寺
内
に
は「
四
十
七
義
士
」の
墓
所
も
在
り
有
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
先
ず

同
寺
内
の
四
十
七
士
の
墓
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
事
よ
り
筆
を
起
こ
す
こ
と
に

し
た
。

　

1
、
墓
石
の
配
列
が
親
子
、
石
高
的
序
列
を
無
視
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。

　

2
、
全
員
の「
戒
名
」に「
刃
」「
剣
」の
文
字
が
加
え
ら
れ
た
理
由
。

　

3
、「
寺
坂
吉
右
衛
門
」の
墓
は「
曹
湲
寺
」に
も
在
る
が「
実
墓
」は
？

こ
れ
ら
三
点
が
今
回
の
参
詣
で
関
係
者
へ
の
照
会
、
史
料
の
再
検
討
の
結
果
、
氷
解

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

墓
地
の
手
前
に
は「
𠮷
良
上
野
介
」の
首
級
を
洗
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る「
首
洗
井
戸
」

や
、
義
士
の
活
動
を
支
え
た
義
侠
の
商
人「
天
野
屋
利
兵
衛
」の
碑
が
あ
り
先
ず
目
に

入
る
。
そ
の
さ
き
に
行
く
と「
浅
野
内
匠
頭
」と
同
夫
人
の
墓
が
あ
る
。

　
「
内
匠
頭
」の
墓
の
一
段
下
方
に
大
石
内
蔵
助
以
下
四
十
七
人
の
墓
が
あ
る
が
、
そ
の

配
列
は
親
子
で
も
別
々
の
位
置
に
あ
り
、
身
分
や
石
高
の
高
低
に
関
係
な
く
配
置
さ

れ
て
い
る
事
に
私
は
先
ず
疑
問
を
抱
い
た
。
史（
資
）料
を
調
べ
た
と
こ
ろ「
預
け
ら

れ
た
四
家
の
大
名
屋
敷
で
切
腹
し
た
順
番
に
墓
は
並
ん
で
い
る
」事
実
が
判
っ
た
。

　

元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）十
二
月
十
五
日
主
君
の
無
念
を
晴
ら
し
た
一
行
は
、
幕

命
に
よ
り
熊
本
細
川
家
十
七
名
、
長
府
毛
利
家
十
名
、
松
山
久
松
家
十
名
、
岡
崎
水

野
家
十
名（
寺
坂
を
除
き
実
数
九
名
）と
夫
々
預
け
ら
れ
、
翌
十
六
年
二
月
四
日
そ
れ

ぞ
れ
の
屋
敷
内
で
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
実
は
墓
の
配
列
は
そ
の
切
腹
の

順
番
に
よ
り
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
因
み
に
細
川
家
で
は
大
石
内
蔵
助
、

久
松
家
で
は
長
男
の
主
税
、
毛
利
家
で
は
岡
嶋
八
十
右
衛
門
、
水
野
家
で
は
間
十
次

郎
、
と
そ
れ
ぞ
れ
が
一
番
目
に
切
腹
し
て
い
る
。

　

次
に
戒
名
に「
刃
」「
剣
」の
文
字
が
入
っ
て
い
る
点
で
は
、
直
接
上
京
の
折
り
泉
岳

寺
で
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ「
中
国
の
諺
に
よ
っ
た
も
の
で『
剣つ
る
ぎ

の
刃
の
上
を
歩
く
、

つ
ま
り
あ
り
得
な
い
、
成
し
得
な
い
、
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
』と
い
う
意
味
」と
の
意

で
あ
る
事
を
教
え
て
戴
い
た
。

　

ま
た
七
十
七
歳
と
い
っ
た
最
年
長
の
堀
部
弥
兵
衛
は
菩
提
寺
の「
青
松
寺
」宛
に
自

分
の
戒
名
と
し
て「
忠
山
院
刃に
ん

毛も
う

知ち

剣け
ん

居
士
」と
書
い
た
紙
片
を
知
人
に
拓
し
て
お

り
、
既
に
同
志
一
同
で
戒
名
に「
刃
」「
剣
」を
入
れ
る
申
し
合
わ
せ
を
し
た
事
が
見
受

ら
れ
る
。
養
子
の「
堀
部
安
兵
衛
」の
戒
名
は「
刃
雲
輝
剣
信
士
」と
あ
る
。

　

最
後
の「
寺
坂
吉
右
衛
門
」の
墓
は
、
港
区
南
麻
布「
曹
湲
寺
」で
も
確
認
し
て
い
た

の
で
、
泉
岳
寺
の
墓
と
ど
ち
ら
に
遺
体
が
葬
ら
れ
て
い
る「
実
墓
」か
疑
問
に
思
っ
て

い
た
。

　
「
寺
坂
」は「
討
入
口
上
書
」に
名
を
連
ね
て
い
た
が
、
泉
岳
寺
に
至
る
前
に
大
石
、

𠮷
田
忠
左
衛
門
か
ら
の
説
得
に
よ
り
、
義
士
の
遺
族
ら
に
討
入
り
の
経
過
説
明
の
た

め
脱
出
、
其
の
後
、
元
禄
十
六
年
六
月
大
目
付
仙
石
伯
耆
守
に
、
身
分
と
事
情
を
明

か
し
自
訴
し
て
い
る
。
伯
耆
守
は「
一
件
は
仕
置
き
も
終
り
落
着
し
て
い
る
」と
放
免
。

寺
坂
は
一
旦
𠮷
田
忠
左
衛
門
の
長
女
の
嫁
先
に
世
話
に
な
っ
て
い
た
が「
曹
湲
寺
」に

身
を
寄
せ
延
享
四
年
十
月
六
日
八
十
三
歳
で
天
寿
を
全
う
し
て
い
る
。「
泉
岳
寺
」の

は
供
養
墓
で「
曹
湲
寺
」の「
節
厳
了
貞
信
士
」が
実
墓
で
あ
る
。

出
典「
徳
川
十
五
代
将
軍
列
伝
」「
増
上
寺
御
霊
屋
」「
浅
野
内
匠
頭
殿
御ご
か
し
か
た
き
い
っ
け
ん

家
士
敵
一
件
」「
堀
内
伝
右
衛
門
覚
書
」

�

（
古
代
山
城
研
究
会
会
員
）

三
三
一
号　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
日

平
成
の「
江
戸
参
府
」紀
行

○
二
月
三
日
は
節
分
、
四
日
は
立
春
。
十
四
日
は
旧
正
月
元
日
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
・

元ラ
ン
タ
ン宵
祭
・
春
一
番
も
吹
い
た
そ
う
で
す
ね
。

○
二
月
三
日
・
外
務
省
か
ら
の
連
絡
に
も
と
づ
き
、
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
修
好
一
五
〇
周
年

記
念
事
業
推
進
の
た
め
、
長
崎
日
ポ
協
会
を
中
心
に
大
村
市
セ
ン
タ
ー
に
長
崎
県
・
長

崎
市
・
大
村
市
・
平
戸
市
・
西
海
市
・
南
島
原
市
の
各
代
表
と
の
情
報
交
換
会
開
催
。

十
月
七
日
の
長
崎
く
ん
ち
を
中
心
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
総
領
事
も
来
崎
さ
れ
る
と
の
事
。

○
三
月
一
日（
月
）よ
り
本
会
主
催
の「
長
崎
学
講
座
」、毎
週
月
曜
午
前
十
時
半
よ
り
開
催
。

翌
二
日（
火
）同
十
時
半
よ
り
は「
長
崎
の
古
文
書
を
読
む
会
」開
催
。
御
自
由
に
参
加
下

さ
い（
会
費
不
要
）

○
次
に
昨
年
末
よ
り
塾
長
の
竹
之
下
憲
一
郎
さ
ん
を
中
心
に
毎
週
水
曜
午
後
一
時
半
頃
よ

り「
社
会
を
語
る
」座
談
会
が
本
会
事
務
所
で
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
御
自
由
に
御

参
加
下
さ
い
と
の
事
。（
会
費
不
要
）

○
N
H
K
長
崎
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
の
上
村
女
史
来
訪
。
今
年
度
も
本
会
と
共
催
し
、
県

下
文
化
財
探
訪
を
三
月
は
大
村
・
四
月
は
島
原
・
五
月
は
上
五
島
を
中
心
に
実
施
す
る

と
の
事
。
特
に
上
五
島
で
は
国
無
形
文
化
財
上
五
島
神
楽
実
演
見
学
す
る
由（
参
加
希

望
者
は
電
話
八
一
八
�

七
〇
二
一
N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
）

○
一
月
に
は
次
の
本
を
御
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
『
小
説
・
そ
れ
で
も
龍
馬
が
す
き
』本
川
次
郎
氏
自
著
出
版
。
龍
馬
と
千
葉
道
場
の
女
𠝏

師
千
葉
佐
那
子
を
取
り
あ
げ
た
本
川
氏
ら
し
い
人
物
描
写
だ
っ
た
。（
一
、五
〇
〇
円
）

　
『
偲
誌
』亡
母（
渋
谷
須
磨
子
）七
回
忌
を
偲
ん
で
と
あ
っ
た
。
私
も
若
い
頃
渋
谷
女
史
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た（
渋
谷
翠
他
編
集
）

　
『
上
五
島
神
楽
』元
上
五
島
町
教
育
長
吉
村
政
徳
先
生
よ
り
贈
ら
れ
る
。吉
村
先
生
は「
神

道
文
化
奨
励
賞
」を
う
け
ら
れ
て
い
る
。

　
『
歌
集
・
百
歳
百
首
』著
者
の
森
瀨
貞
先
生
よ
り
。
先
生
百
才
記
念
の
歌
集
で
し
た
。
先

生
お
元
気
で
何
よ
り
で
す
。

　
『
長
崎
初
期
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
考
察
』私（
越
中
哲
也
）の
若
い
頃
の
著
作
を
純
心
大
学
博

物
館
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
書
店
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
御
希
望
の
方
は
本
会

事
務
所
ま
た
は
純
心
大
学
博
物
館（
電
話
八
四
六
��

〇
一
〇
二
）ま
で
。（
一
、二
〇
〇
円
）

○
平
成
二
十
二
年
一
月
「
な
が
さ
き
の
空
・
第
二
十
一

集
」
発
刊
。
御
希
望
の
方
は
本
会
事
務
所
ま
た
は
十
八

銀
行
各
支
店
ま
で
（
無
料
）

二
代
秀
忠
夫
妻（
石
塔
）

六
代
家
宣
夫
妻（
青
銅
）

七
代
家
継（
石
塔
）

十
四
代
家
茂（
石
塔
）

九
代
家
重（
石
塔
）

静
寛
院
和
宮（
青
銅
）

十
二
代
家
慶（
石
塔
）

将
軍
生
母
と
側
室
の
合
祀
墓（
石
塔
）

荒
濵　
　
茂

堀部安兵衛の墓


